
低空飛行で落下前提の 
安全な空飛ぶ車への転換 

    公的なネーミング  業界内ネーミング      内容 

従来（過去）       空飛ぶ車        空飛ぶ車 安全性への配慮が不十分 

25年4月１日       空飛ぶ車 安全な空飛ぶ車（船） 
（常態化するまで） 

全国の市町村で準備開始 
（運用面と輸出産業化） 

将来的には  空飛ぶ車・船 空飛ぶ船・空飛ぶ車 用途別で細かく分類する。 

高い           落下頻度            低い 

 撮影用や農薬散布等の小

型ドローンの原因不明の落
下事故は全国で頻発をして
いる。ドローンはよく落下
するというイメージがある 

 空飛ぶクルマは、一般部
品で経験豊富な量産技術を
持たないベンチャー企業が
つくるので、自衛隊のヘリ
に比べ落下頻度が高くなる 

 ミリタリー規格（高価・
高精度・高規格）の部品を
使い、実績のある経験豊富
な企業でつくられる自衛隊
のヘリでさえ時々落下する 

＜ ＜ 

安全な空飛ぶクルマの考え方 

 大阪万博では「空飛ぶ車」を目玉にし、
ANAホールディングス、日本航空、丸紅、
SkyDriveの４社が担当することにはなって
はいたものの、いずれも経験豊富な量産技
術を持っておらず（＝最初からやる気がな
かったとも受け止められますが・・・） 
 危険なので、デモ飛行を中止しています 

 日本低迷の縮図として、国交省・経産省・東京都
・長野県（飯田市）等の「空飛ぶ車」の取り組みを
紹介しますと、安全飛行の議論が全くなしに進めて
おられ、また、全国の共通課題なのに、地域ごとに
「空飛ぶ車」を進めようとしています。 

本気モードへの転換 
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「空飛ぶ車」の表看板を変えることなく内容充実へ 

1 

空の移動革命実現に向けた東京都官民協議会 

安全飛行の技術的 
概念が抜けている。 

安全飛行検討会が必要 

具体的な運用方法の検討会が必要 

」」 

 撮影用等の小型のドローンの落下事故は
全国で頻発している。（ドローンはよく落
下するものである。）ミリタリー規格で高
価な自衛隊ヘリも時々死亡事故が発生する 

他県と共同か国
策で進めるべき 

 落下しても安全な 
仕様にすべきである。 

再エネ化及び生活空間と  
 しての位置づけも付加 

安全で便利なら世界
中で超特需要がある 



2 

参加者・参加企業が増え刻々
と変わることを意味している 

実質的な安全飛行の議論をせず、
ネームバリューを強調した形式的
な権威のみを偏重している体制。 

他県と共同
か国策で進
めるべき。 

安全飛行検討会が必要 

具体的な運用方法の検討会が必要 



3 

安全飛行検討会が必要 

 具体的な飛行ルートも
提案されていないのに地
域を限定する意味がない 

 日本のドローンの技術
レベルはとても低く、 
日本市場は中国（DJI） 
に席巻されている。 

 ひどい内容に
クレームをつけ
ようにも、連絡
が取れない。 


